
  

【作
者
】市
河
寛
斎(

一
七
四
九
～
一
八
二
〇
年)

（
寛
延
二
年
～
文
政
三
年
）
名
を
世
寧
と
言
い
、
上
野
の
人
。
初
め
徂
徠
の
門
人
大
内
熊
耳
に
従
っ
て
古
文
辞
を
学
び
、
次

い
で
関
松
窓
か
ら
朱
子
学
を
学
び
、
更
に
井
上
蘭
台
の
門
人
高
橋
九
峯
に
就
い
て
折
衷
学
を
学
ぶ
。
そ
の
後
林
鳳
潭
の
門
人
と
な
り
昌
平
黌
の
員
長
と
な
る
が
、

鳳
潭
没
後
は
職
を
辞
し
、
詩
社
の
江
湖
詩
社
を
設
立
す
る
。
そ
の
後
富
山
藩
の
儒
臣
と
な
り
、
致
仕
後
は
長
崎
に
遊
ぶ
。
そ
の
書
に
、
『
日
本
詩
紀
』
五
十
巻
・
『
全

唐
詩
逸
』三
巻
・『寛
斎
遺
稿
』五
巻
・『寛
斎
百
絶
』一
巻
・『寛
斎
余
稿
』八
巻
・『陸
詩
意
註
』七
巻
・『宋
百
家
詩
』七
巻
等
が
有
り
。 

【語
釈
】＊
破
牕…

破
れ
た
窓
。  

＊
五
更…

午
前
三
時
頃
か
ら
五
時
頃
ま
で
。  

＊
八
尺…

こ
こ
で
は
「
長
身
」の
意
。  

＊
氷
柱…

つ
ら
ら
。 

水
晶
簾…

水
晶
で
作
っ
た
す
だ
れ
。
こ
こ
で
は
つ
ら
ら
が
垂
れ
下
が
っ
っ
て
い
る
の
を
い
う
。 

＊
玲
瓏…

玉
の
よ
う
な
透
明
な
美
し
さ
の
形
容
。 

【通
釈
】敗
れ
た
窓
か
ら
は
、
夜
明
け
前
の
身
を
刺
す
よ
う
な
寒
さ
の
風
が
入
っ
て
き
て
、
ひ
と
し
お
骨
身
に
し
み
渡
る
。
だ
か
ら
大
き
な
体
を
弓
の
よ
う
に
曲
げ
て
、
縮
ま
っ

て
寝
て
い
る
の
で
あ
る
。
外
を
見
れ
ば
、
軒
か
ら
は
何
本
も
の
つ
ら
ら
が
垂
れ
下
が
っ
て
、
地
に
と
ど
く
ほ
ど
で
あ
り
、
ま
る
で
水
晶
の
す
だ
れ
を
か
け
た
よ
う
で
、
そ

の
む
こ
う
に
透
き
通
る
よ
う
な
月
の
光
が
照
り
輝
い
て
い
る
。 


